
健診体系の見直しについて

令和７年度協会けんぽ沖縄支部健康保険委員研修会動画



これまでの協会けんぽの健診

生活習慣病予防健診

特 定 健 診

被保険者（ご本人）

対象年齢：35歳～74歳

被扶養者（ご家族）

対象年齢：40歳～74歳

協会けんぽの健診は2種類



健診体系の見直し

 一定の項目を網羅した人間ドックに対する補助を実施

若年層を対象とした健診の実施

20歳、25歳、30歳に実施

「骨粗鬆症検診」を実施
検査項目や健診単価の検証・見直しの実施

人間ドックに対する補助の実施

生活習慣病予防健診の項目等の見直し

被保険者

被扶養者に対する健診の拡充被扶養者

被保険者に対する見直し後の人間ドックや生活習慣
病予防健診と同等の内容に拡充

• 加入者の健康保持増進をより一層推進すること
• 就労等により生活習慣が変化する20代から健康意識の醸成を図ること



見直しの内容

がん検診項目受診後の受診勧奨の実施等

生活習慣病予防健診に新たに20歳、25歳、30歳の被保険者も対象に拡大

（胃・大腸がん検診の検査項目は除外）

 40歳以上の偶数年齢の女性を対象に骨粗鬆症検診を実施

健診の内容及び費用についての見直し

被保険者と同等の内容に拡充（現行の特定健診の枠組みは維持）

令
和
８
年
度

令
和
９
年
度

 35歳以上の被保険者を対象に一定の項目を網羅した人間ドックに対する定額補助（25,000円）

人間ドックに対する補助の実施

若年層を対象とした健診の実施

生活習慣病予防健診の項目等の見直し

被扶養者に対する健診の拡充

令和８年度から被保険者の健診体系が変わります

令和９年度からは被扶養者も被保険者と同じ健診内容を受診できるようになります



制度変更後の健診体系図

がん検診項目受診後の受診勧奨の実施等

35～39歳 40～74歳～19歳 20～34歳

一般健診（若年）

子宮頸がん検診

乳がん検診

節目健診

人 間 ド ッ ク

骨粗鬆症検診

肝炎ウイルス検査

健診の種類
受診対象者の年齢

特 定 健 診

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
等

一般健診

35歳以上の方（毎年受診可）

40歳、45歳、50歳、55歳、
60歳、65歳、70歳の方

20歳、25歳、30歳の方

35歳以上（毎年受診可）

20歳以上の偶数年齢の女性

40歳以上の偶数年齢の女性

40歳以上の偶数年齢の女性

一般健診を受診する方（過去に受けた方は除く）

40歳以上の被扶養者

令和９年度以降（被保険者・被扶養者共通）

最新情報を見過ごさないためにも、メルマガ登録・LINEのお友達登録をおススメします！

受診できる健診機関は
年内に確定予定



健診・特定保健指導に関するお問い合わせは

保健グループ 音声案内２番

（お詫びと訂正）
動画では、「保健グループ音声案内3番」となっておりますが、
正しくは、「保健グループ音声案内2番」です。
お詫びして訂正いたします。


